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は
じ
め
に 

  

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
に
、
当
館
へ
寄
贈
い
た
だ
い
た
資
料
の
一
つ
に
「
塩
竈

神
社
奉
納
額
」
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
「
塩
竈
神
社
奉
納
額
」
の
内
容
を
精
査

し
、
若
干
の
考
察
を
行
う
。 

本
資
料
は
奉
納
俳
諧
を
収
録
し
た
扁
額
で
材
質
は
木
製
、
寸
法
は
タ
テ
五
一
・
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
ヨ
コ
一
九
〇
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
、

俳
諧
が
三
十
六
句
、
そ
の
下
に
詠
み
人
、
詠
み
人
の
在
所
で
あ
ろ
う
地
名
が
刻
ま
れ

る
。
末
尾
に
は
「
追
加
」
と
し
て
、
「
六
合
老
人
」
の
俳
諧
が
別
に
一
句
載
せ
ら
れ
、

清
書
を
行
っ
た
人
物
の
名
も
見
え
る
。
ま
た
「
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
」
の
「
立

春
吉
旦
」
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

１ 

「
塩
竈
神
社
奉
納
額
」
の
翻
刻 

  

早
速
で
は
あ
る
が
、
奉
納
額
の
翻
刻
を
左
に
掲
示
す
る
。
ま
た
句
の
区
切
り
に

「
／
」
を
付
し
て
い
る
。
な
お
、
木
に
彫
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
り
、
所
々
判
読
が
困

難
な
箇
所
も
存
在
し
た
。
そ
の
た
め
、
判
読
不
能
の
場
所
は
□
で
表
し
た
。
ご
寛
恕

い
た
だ
き
た
い
。 

 

 
 
 

奉
納
俳
諧
発
句
集 

と
れ
取
て
／
捨
る
山
な
し
／
初
霞 

 
 
 

 
 

 

今
治 

鹿
鳴
や
／
布
子
に
添
し
／
母
の
文 

 
 

 
 
 

天
女
ハ
マ 

二
三
寸
／
水
を
覆
ふ
／
柳
か
な 

 
 

 
 
 
 

ミ
タ
ラ
ヒ 

大
竹
の
／
三
節
陰
あ
る
／
暑
か
な 

 
 

 
 
 

天
女
ハ
マ 

お
と
な
し
き
／
雲
の
あ
ゆ
ミ
や
／
小
望
月 

 
 

 

同
所 

梅
咲
や
／
香
の
あ
る
雪
と
／
な
い
雪
と 

 
 
 

 

今
治 

鶯
に
／
一
声
寒
き
／
知
ら
す
哉 

 
 

 
 
 
 

 

同
所 

あ
け
た
て
ハ
／
風
の
す
る
戸
や
／
か
ん
こ
鳥 

 
 

干
ハ
マ 

う
く
い
す
の
／
竹
を
離
る
ゝ
／
二
月
哉 

 
 
 

 

今
治 

初
厂
や
／
筏
の
上
の
／
さ
を
の
下 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

帰
る
宿
は
／
細
き
け
ふ
り
や
／
鉾
た
ゝ
き 

 
 
 

干
ハ
マ 

物
お
も
ふ
／
娘
の
形
や
／
萩
の
花 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

吹
ぬ
日
も
／
焚
ほ
と
ハ
ち
る
／
木
の
葉
哉 

 
 

 

讃
州 

風
蘭
も
／
目
を
さ
ま
せ
と
や
／
一
柄
扚 

 
 
 

 
 

 
 

虫
の
こ
ゑ
／
枕
の
た
ら
ぬ
／
下
屋
敷 

 
 

 
 

 

今
治 

水
底
に
／
居
る
を
答
や
／
さ
く
ら
鯛 

 
 

 
 

 

□
□ 

待
恋
と
／
人
に
は
い
ひ
て
／
ほ
と
ゝ
き
す 

 
 

 
 
 
 

橋
掛
る
／
芸
の
細
工
や
／
花
す
ゝ
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

資
料
紹
介 

―
塩
竈
神
社
奉
納
額
に
つ
い
て
― 

伊 

藤 
 

大 

輔 

喜
梅 

子
光 

鳳
洲 

斜
木 

徐
風 

不
染 

南
里 

晩
翠 

嵐
丈 

斜
木 

里
梅 

晩
翠 

琴
柳 

徐
風 

琴
秋 

可
笑 

鳳
洲 

斜
木 



広島県立歴史博物館研究紀要第 24 号 

- 52 - 

蕨
喰
ふ
て
／
寝
た
夜
半
も
あ
り
／
艸
枕 

 
 
 

 

讃
州 

生
れ
な
か
ら
／
秋
知
る
花
や
／
葉
鶏
頭 

 
 
 

 
 

 
 

鳥
飛
ん
て
／
水
を
離
る
ゝ
／
柳
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
た
跡
て
／
何
を
案
す
る
／
わ
ら
ひ
哉 

 
 

天
女
ハ
マ 

名
月
や
／
障
子
に
生
つ
た
／
梯
も
あ
り 

 
 
 

干
ハ
マ 

む
つ
か
し
き
／
折
目
も
な
く
て
／
團
哉 

 
 
 

 
 

 
 

一
羽
二
羽
／
空
渡
り
て
も
／
千
鳥
か
な 

 
 
 

干
ハ
マ 

川
舩
や
／
柳
の
縁
を
／
漕
て
行 

 
 

 
 

 
 

セ
ト
田 

う
つ
く
し
き
／
脛
も
よ
こ
れ
て
／
汐
干
哉 

 

吉
和
ハ
マ 

一
寝
入
り
／
し
て
も
昼
な
り
／
藤
の
は
な 

 
 

ヨ
カ
ウ 

う
く
い
す
や
／
頭
の
覗
く
／
明
り
先 

 
 

 
 

 
 

 
 

野
も
山
も
／
丸
め
て
見
た
り
／
今
朝
の
雪 

 
 

 
 

 
 

涼
し
さ
や
／
庵
は
青
田
を
／
取
広
け 

 
 

 
 

 

竹
原 

奥
の
間
は
／
橋
伝
ひ
也
／
か
き
つ
は
た 

 
 
 

 
 

 
 

か
も
ひ
間
に
／
つ
ら
む
や
鹿
の
／
袋
角 
 

 
 

干
ハ
マ 

竹
の
子
や
／
笠
に
着
て
出
る
／
古
草
履 

 
 
 

 
 

 
 

人
や
住
む
／
常
ハ
た
つ
戸
に
／
枇
杷
の
花 

 

天
女
ハ
マ 

白
藤
や
／
風
に
も
つ
る
ゝ
／
神
子
の
袖 

 
 
 

 
 

 
 

   
 

 

追
加 

撰
宗
芸
陽 六

合
老
人 

 
 

 
 
 

 
 

す
ゝ
風
も 

 
 
 
 
 
 
 
 

顕
れ
出
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
祓
哉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
全
舎 

斜
木 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浙
江
亭 

徐
風 

 
 
 

天
明
三
年 

 
 
 
 
 

癸
卯
立
春
吉
旦 

 

２ 

奉
納
さ
れ
た
神
社
に
つ
い
て 

 

奉
納
額
の
来
歴
で
あ
る
が
、
寄
贈
者
か
ら
伺
っ
た
情
報
と
し
て
は
、
か
つ
て
向
島

の
肥
浜
に
あ
っ
た
塩
竈
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
現
在
、
当
該

の
地
区
に
は
干
浜
神
社
（
肥
浜
明
神
）
と
い
う
社
殿
跡
が
残
っ
て
お
り
、
塩
竈
神
社

と
は
こ
の
神
社
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。 

な
お
「
神
社
明
細
帳
（
１
）

」
に
よ
る
と
、
干
浜
神
社
の
祭
神
は
、
綿
津
見
神
・
塩

椎
翁
神
と
さ
れ
る
。
特
に
塩
椎
翁
神
は
塩
竈
明
神
と
も
言
わ
れ
、
全
国
各
地
の
塩
竈

神
社
の
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
。 

ま
た
、
干
浜
神
社
の
由
緒
は
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
橋
本
次
郎
右
衛
門
が

創
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
橋
本
次
郎
右
衛
門
と
は
、
尾
道
の
豪
商
で
あ
る
橋
本
家

（
屋
号
灰
屋
）
の
本
家
（
東
灰
屋
）
の
当
主
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
干
浜
に
は
、

神
社
が
で
き
る
前
年
、
す
な
わ
ち
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
、
石
井
保
兵
衛
、
灰

屋
治
良
右
衛
門
、
同
甚
七
、
同
七
兵
衛
ら
に
よ
っ
て
塩
田
が
開
発
さ
れ
て
い
る
（
２
）

。

こ
の
灰
屋
治
良
右
衛
門
は
、
橋
本
次
郎
右
衛
門
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
干
浜
神
社
は
、

緩
秀 

徐
風 

琴
秋 

梅
女 

章
塢 

徐
風 

﨑
女 

厂
歯 

周
女 

烏
竹 

厂
歯 

里
梅 

青
玉 

徐
風 

柳
塢 

晩
翠 

几
由 

厂
歯 
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周
囲
の
塩
田
も
含
め
、
橋
本
家
と
の
つ
な
が
り
が
深
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。 

 

３ 

奉
納
額
に
見
ら
れ
る
地
名
に
つ
い
て 

 

次
に
奉
納
額
に
見
ら
れ
る
具
体
的
な
地
名
を
見
て
い
こ
う
。
奉
納
額
に
は
「
今
治
」

「
天
女
ハ
マ
」
「
ミ
タ
ラ
ヒ
」
「
干
ハ
マ
」
「
讃
州
」
「
セ
ト
田
」
「
吉
和
ハ
マ
」

「
竹
原
」
な
ど
の
地
名
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
内
「
干
ハ
マ
（
干
浜
・
肥
浜
）
」

「
天
女
ハ
マ
（
天
女
浜
）
」
は
向
島
に
存
在
し
て
い
た
塩
浜
で
あ
る
。
そ
の
他
、
向

島
の
近
隣
の
地
名
と
し
て
、
尾
道
の
「
吉
和
ハ
マ
（
吉
和
浜
）
」
、
生
口
島
の
「
セ

ト
田
（
瀬
戸
田
）
」
、
そ
の
他
「
竹
原
」
、
大
崎
下
島
の
「
ミ
タ
ラ
ヒ
（
御
手

洗
）
」
、
芸
備
地
方
以
外
だ
と
「
今
治
」
や
「
讃
州
」
が
見
え
る
。 

 

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
瀬
戸
内
地
域
の
沿
岸
部
、
島
嶼
部
の
地
名
で
あ
り
、
塩
田

に
よ
る
塩
生
産
や
輸
送
に
関
わ
る
地
域
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。 

芸
備
地
方
の
入
浜
式
塩
田
に
つ
い
て
は
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
に
開
発
さ
れ

た
竹
原
塩
田
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
後
著
し
く
発
展
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
向
島

の
「
干
浜
（
肥
浜
）
」
は
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
、
「
天
女
浜
」
は
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）
に
開
発
さ
れ
て
い
る
。
「
吉
和
浜
」
も
三
次
藩
領
時
代
の
元
禄
九
年

（
一
六
九
六
）
か
ら
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
（
３
）

、
「
瀬
戸
田
」
に
も
生
口
古

浜
が
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
か
ら
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
間
に
形
成
さ
れ
て

い
る
（
４
）

。 

「
御
手
洗
」
「
瀬
戸
田
」
「
竹
原
」
に
つ
い
て
は
、
港
と
し
て
の
機
能
も
注
目
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
は
廻
船
の
寄
港
地
ま
た
は
塩
の
積
出
港
と
し
て
栄
え
て
お
り
、
塩
の

流
通
・
輸
送
と
い
う
点
に
お
い
て
も
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
。 

芸
備
地
方
以
外
の
地
名
に
つ
い
て
、
「
今
治
」
の
近
辺
に
は
元
禄
十
三
年
（
一
七

〇
〇
）
に
開
発
さ
れ
た
大
島
の
津
倉
塩
田
、
松
山
藩
領
で
は
あ
る
が
、
天
和
三
年

（
一
六
八
三
）
に
開
発
さ
れ
た
波
止
浜
な
ど
が
あ
る
（
５
）

。
「
讃
州
」
も
宝
暦
五
年

（
一
七
五
五
）
に
開
発
さ
れ
た
亥
浜
な
ど
の
塩
田
を
擁
し
て
お
り
（
６
）

、
「
塩
竈
神

社
奉
納
額
」
に
見
ら
れ
る
地
名
は
、
多
く
が
塩
田
に
よ
る
塩
生
産
や
そ
の
輸
送
に
関

わ
る
地
域
で
あ
っ
た
。 

 

４ 

奉
納
額
に
見
ら
れ
る
人
名
に
つ
い
て 

 

「
塩
竈
神
社
奉
納
額
」
に
は
俳
諧
を
詠
ん
だ
人
々
の
名
前
と
し
て
、
「
喜
梅
」

「
子
光
」
な
ど
計
二
十
四
名
の
名
が
記
さ
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
、
「
追
加
」
の
俳

諧
を
詠
ん
だ
「
六
合
老
人
」
以
外
に
詳
細
が
分
か
る
人
物
は
い
な
か
っ
た
（
７
）

。 

そ
れ
で
は
「
追
加
」
の
俳
諧
を
詠
ん
だ
「
六
合
老
人
」
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で

あ
っ
た
の
か
。 

下
垣
内
和
人
氏
の
『
芸
備
俳
諧
史
の
研
究
（
８
）

』
や
『
広
島
県
史
』
に
よ
る
と
、

六
合
は
、
俗
称
を
茶
屋
喜
三
郎
と
い
い
、
近
世
期
の
広
島
の
俳
壇
の
中
心
で
あ
っ
た

多
賀
庵
の
二
代
庵
主
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
彼
は
初
代
庵
主
風
律
（
９
）

の
門
人
で
、

天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
の
風
律
没
後
、
多
賀
庵
の
跡
を
継
い
だ
。
寛
政
六
年
（
一

七
九
四
）
に
は
『
瓠
苗
集
』
を
刊
行
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
風
律
の
十
七

年
忌
追
善
を
行
う
な
ど
、
当
時
の
広
島
俳
壇
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。 

 

六
合
は
、
俳
諧
師
以
外
に
も
孝
行
者
と
し
て
名
が
残
っ
て
い
る
。
広
島
藩
が
刊
行

ひ
さ
ご
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し
た
『
芸
備
孝
義
伝
初
編
（
10  
）

』
に
は
、
「
十
日
市
町
喜
三
郎
」
と
し
て
収
録
さ
れ

て
お
り
、
老
い
た
母
へ
の
孝
行
に
よ
っ
て
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
褒
賞
を
受

け
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
（
11  
）

。 

 

ま
た
、
六
合
は
『
芸
備
孝
義
伝
』
の
編
纂
者
の
一
人
で
広
島
藩
儒
の
頼
春
水
や
神

辺
出
身
の
儒
学
者
・
漢
詩
人
の
菅
茶
山
が
残
し
た
記
録
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
。 

頼
家
と
多
賀
庵
は
、
初
代
風
律
の
時
代
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
安
永
六

年
（
一
七
七
七
）
二
月
十
日
付
の
頼
春
水
書
簡
に
は
「
風
律
よ
り
早
春
柿
ト
香
茸
ヲ

贈
り
来
候
、
殊
外
見
事
ニ
候
、
そ
れ
ゆ
へ
士
徳
ヘ
ハ
両
方
ま
ぜ
て
遣
候
、
子
琴
へ
も

少
々
遣
候
（
12  
）

」
、
安
永
七
年
閏
七
月
十
二
日
付
の
書
簡
で
は
「
廣
府
ニ
て
ハ
風
律

へ
参
候
迄
也
、
廣
府
ハ
人
ノ
ラ
チ
ノ
ア
カ
ヌ
所
ヂ
ヤ
ト
申
居
候
（
13  
）

」
な
ど
の
記
載

が
見
ら
れ
る
。 

六
合
の
代
に
な
っ
て
も
、
多
賀
庵
と
頼
家
の
関
係
は
続
い
て
い
た
。
風
律
は
天
明

元
年
（
一
七
八
一
）
四
月
に
没
す
る
が
、
同
年
八
月
十
八
日
の
春
水
の
書
簡
を
見
る

と
「
此
頃
風
律
の
庵
の
碑
銘
此
方
へ
相
談
有
之
事
ニ
候
（
14  
）

」
と
あ
り
、
多
賀
庵
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
多
賀
庵
の
木
碑
に
つ
い
て
、
春
水
に
相
談
が
あ
っ
た
事
が
分
か

る
（
15  
）

。
春
水
に
相
談
を
行
っ
た
人
物
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
多
賀
庵
を
継
い
だ

六
合
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。 

春
水
が
広
島
藩
儒
に
登
用
さ
れ
た
後
も
、
多
賀
庵
や
六
合
に
関
わ
る
記
述
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
例
と
し
て
『
春
水
日
記
』
の
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
三
月

五
日
に
は
「
雨
天
。
休
日
。
多
賀
亭
へ
行
く
、
八
桂
・
子
華
・
六
合
・
美
秀
・
今

春
・
源
二
・
寿
杖
・
世
並
屋
・
堅
良
来
会
、
頗
風
趣
あ
り
き
（
16  
）

」
と
い
う
記
述
が

あ
り
、
春
水
は
多
賀
庵
を
訪
ね
、
六
合
や
林
堅
良
（
17  
）

な
ど
の
人
物
と
交
流
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

六
合
は
神
辺
の
儒
学
者
で
あ
る
菅
茶
山
の
残
し
た
日
記
の
中
に
も
登
場
し
て
い
る
。

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
茶
山
が
広
島
旅
行
を
行
っ
た
際
の
日
記
『
芸
遊
日
記
』

の
六
月
廿
日
条
に
は
「
千
祺
来
戒
移
具
水
楼
以
開
別
筵
、
会
俳
師
六
合
者
至
、
余
嘗

聞
其
名
、
因
介
館
主
人
見
之
、
千
祺
乃
去
、
六
合
以
純
孝
蒙
賞
賜
事
在
今
春
、
為
人

質
樸
不
似
尋
常
賈
人
、
談
話
少
時
辞
去
（
18  
）

（
千
祺
来
り
て
、
具
を
水
楼
に
移
し
て
、

以
て
別
筵
を
開
か
ん
こ
と
を
戒
ぐ
、
会
ま
俳
師
六
合
な
る
者
至
る
、
余
、
嘗
て
其
の

名
を
聞
く
、
因
っ
て
館
の
主
人
を
介
し
て
之
を
見
る
、
千
祺
は
乃
ち
去
る
、
六
合
は

純
孝
を
以
て
賞
賜
を
蒙
る
、
事
は
今
春
に
在
り
、
為
人
質
樸
に
し
て
、
尋
常
の
賈
人

に
似
ず
、
談
話
少
時
に
し
て
辞
去
す
）
」
と
あ
り
、
広
島
の
水
楼
で
「
千
祺
」
、
す

な
わ
ち
春
水
の
弟
で
あ
る
頼
杏
坪
と
会
っ
て
い
る
時
に
、
茶
山
は
六
合
と
出
会
う
機

会
が
あ
り
、
談
話
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

こ
こ
ま
で
「
六
合
老
人
」
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
触
れ
て
き
た
が
、
彼
は
広
島
の

俳
壇
の
中
心
で
あ
っ
た
多
賀
庵
の
二
代
目
庵
主
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
茶
山
が
「
為
人

質
朴
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
母
へ
の
孝
行
に
よ
っ
て
藩
か
ら
褒
賞
を
受
け
て
い

た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
頼
春
水
な
ど
広
島
の
文
人
と
も
つ
な
が
り
を
持
っ
て
お

り
、
当
時
の
芸
備
地
方
の
俳
諧
の
中
心
人
物
と
し
て
活
動
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。 
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お
わ
り
に 

  

こ
こ
ま
で
「
塩
竈
神
社
奉
納
額
」
を
巡
り
、
奉
納
さ
れ
た
神
社
、
額
に
刻
ま
れ
た

地
名
、
人
名
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
「
塩
竈
神
社
奉
納
額
」
は
、
元

禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
橋
本
次
郎
右
衛
門
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
干
浜
神
社
に
奉

納
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
額
に
刻
ま
れ
た
地
名
は
、
多
く
が
塩
田
に
よ
る
塩
生
産
や

そ
の
輸
送
に
関
わ
る
地
域
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
追
加
」
の
俳
諧
を
詠
ん
だ
「
六
合
老

人
」
は
広
島
俳
壇
の
中
心
で
あ
っ
た
多
賀
庵
の
二
代
目
庵
主
で
あ
り
、
当
時
の
芸
備

地
方
の
俳
諧
の
中
心
人
物
と
し
て
活
動
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。 

 

最
後
に
、
「
塩
竈
神
社
奉
納
額
」
と
尾
道
の
豪
商
で
あ
る
橋
本
家
と
の
関
係
を
考

察
し
た
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
奉
納
額
が
納
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
干
浜
神
社
は
、

当
時
の
橋
本
家
宗
家
の
当
主
橋
本
次
郎
右
衛
門
の
創
建
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
額

が
奉
納
さ
れ
た
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
時
点
で
の
境
内
の
土
地
所
有
者
に
つ
い
て

は
、
資
料
的
な
裏
付
け
が
と
れ
な
い
が
、
「
神
社
明
細
帳
」
が
作
成
さ
れ
た
明
治
初

年
の
時
点
で
は
、
分
家
（
加
登
灰
屋
）
の
当
主
橋
本
吉
兵
衛
の
外
、
二
十
名
の
共
有

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
干
浜
神
社
境
内
内
に
あ
っ
た
恵
比
寿
神
社
は
天
保
三
年
（
一

八
三
二
）
に
橋
本
渡
助
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
奉
納

額
の
形
成
に
橋
本
家
が
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
（
19  
）

。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
の
進
展
を
待
ち
た
い
。 

本
稿
で
は
「
塩
竈
神
社
奉
納
額
」
の
み
の
検
討
に
留
ま
っ
た
が
、
今
後
、
各
地
に

残
る
俳
諧
の
奉
納
額
の
調
査
が
進
む
こ
と
で
、
そ
の
性
質
や
人
物
な
ど
の
よ
り
詳
し

い
情
報
、
知
見
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
が
今
後
の
調
査
研

究
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 

【
注
】 

１ 

「
西
八
幡
神
社
文
書
」
所
収
（
広
島
県
立
文
書
館
複
製
資
料
に
て
閲
覧
可
）
。 

２ 

向
島
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
向
島
町
史
』
（
向
島
町 

二
〇
〇
〇
） 

３ 

前
掲
注
２
書 

４ 

広
島
県
編
『
広
島
県
史 

近
世
１
』
（
広
島
県 

一
九
八
一
） 

５ 

内
田
九
州
男
・
川
岡
勉
・
矢
野
達
夫
・
寺
内
浩
『
愛
媛
県
の
歴
史
』
（
山
川
出
版
社 

二
〇
一
〇
） 

６ 

木
原
溥
幸
・
田
中
健
二
・
丹
羽
佑
一
・
和
田
仁
『
香
川
県
の
歴
史
』
（
山
川
出
版
社 

一
九
九
七
） 

７ 

今
治
の
「
不
染
」
「
南
里
」
に
つ
い
て
、
同
一
人
物
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
重

信
町
文
化
財
専
門
委
員
会
編
『
重
信
の
俳
諧
資
料
』
（
重
信
町
教
育
委
員
会 

一
九
七
九
）

所
収
の
拝
志
神
社
額
（
文
化
六
年
〔
一
八
〇
九
〕
奉
納
）
翻
刻
の
中
に
同
じ
号
が
見
え
る
。 

８ 

下
垣
内
和
人
『
芸
備
俳
諧
師
の
研
究
』
（
赤
尾
照
文
堂 

一
九
七
四
） 

９ 

広
島
の
俳
諧
の
中
心
人
物
。
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
、
広
島
の
塩
屋
町
に
生
ま
れ

た
。
木
地
（
木
製
の
塗
物
）
を
家
業
と
し
、
隠
居
後
は
松
尾
芭
蕉
の
弟
子
で
あ
っ
た
志
太
野

坡
（
し
だ
や
ば
）
に
俳
諧
を
学
ん
だ
。
彼
が
開
い
た
多
賀
庵
は
、
廣
瀬
村
油
池
（
現
在
の
広

島
市
広
瀬
町
）
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
こ
に
建
て
ら
れ
た
陸
奥
国
多
賀
城
の
「
壺
の
い
し
ぶ

み
」
に
模
し
た
船
板
の
碑
に
ち
な
み
、
そ
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。
風
律
は
天
明
元
年
（
一

七
八
一
）
に
没
す
る
が
、
彼
の
死
後
も
多
賀
庵
は
以
降
の
広
島
の
俳
諧
の
中
心
と
な
り
、
明

治
期
ま
で
続
い
た
。 

10 

広
島
藩
か
ら
褒
賞
を
受
け
た
領
内
の
孝
子
奇
特
者
二
二
〇
人
の
略
伝
を
載
せ
た
も
の
。

頼
春
水
・
頼
杏
坪
が
編
纂
、
岡
岷
山
が
挿
絵
を
描
き
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
脱
稿
、
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享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
。 

11 
「
喜
三
郎
ハ
六
合

 

り
く
ご
う

と
よ
バ
れ
て
俳
諧
の
師
な
り
、
か
ぎ
り
な
き
母
お
も
ひ
の
も
の
に
て
、

は
い
か
い
の
筵
に
ゆ
き
て
も
帰
れ
ハ
、
か
な
ら
ず
く
だ
物
を
ふ
と
こ
ろ
に
せ
り
、
母
、
寺
に

ま
う
で
、
或
ハ
日
く
れ
、
或
ハ
雨
ふ
り
な
ど
す
れ
バ
、
句
う
め
き
居
け
る
も
や
が
て
あ
ん
じ

さ
し
て
、
む
か
へ
に
ま
か
り
、
背
負
て
ぞ
帰
り
け
る
、
母
手
足
し
び
れ
け
れ
バ
、
常
に
い
だ

き
か
ゝ
へ
、
食
物
も
ミ
な
と
ゝ
ろ
ミ
て
く
ハ
し
む
、
母
い
た
く
老
ほ
け
て
、
寝
ぬ
れ
バ
そ
と

は
か
と
な
く
た
は
言
い
へ
る
に
、
そ
の
度
々
起
て
い
ら
へ
す
る
こ
と
ま
め
な
り
し
時
と
そ
、

う
け
せ
る
が
ご
と
し
、
天
明
七
年
七
月
十
日
、
し
ろ
か
ね
た
ま
ハ
り
て
、
そ
の
孝
を
ほ
う
せ

ら
る
」
（
『
芸
備
孝
義
伝
初
編
』
巻
一
「
十
日
市
町
喜
三
郎
」
） 

12 

「
安
永
六
年
二
月
十
日
付
頼
春
水
書
簡
」
（
頼
祺
一
『
近
世
後
期
朱
子
学
派
の
研
究
』

〔
渓
水
社 

一
九
八
六
〕
所
収
） 

13 

「
安
永
七
年
閏
七
月
十
二
日
付
頼
春
水
書
状
」
（
頼
祺
一
『
近
世
後
期
朱
子
学
派
の
研

究
』
〔
渓
水
社 

一
九
八
六
〕
所
収
） 

14 

「
天
明
元
年
八
月
十
八
日
付
頼
春
水
書
状
」
（
頼
祺
一
『
近
世
後
期
朱
子
学
派
の
研
究
』

〔
渓
水
社 

一
九
八
六
〕
所
収
） 

15 

多
賀
庵
の
木
碑
は
春
水
の
揮
毫
に
よ
っ
て
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
六
月
下
旬
に

改
建
さ
れ
る
。
な
お
、
六
合
没
後
の
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
四
月
に
は
、
腐
朽
の
た
め
石

碑
へ
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。 

16 

頼
山
陽
先
生
遺
蹟
顕
彰
会
『
頼
山
陽
全
書
〔
附
録
〕
春
水
日
記 

梅
颸
日
記
』
（
頼
山

陽
遺
蹟
顕
彰
会 

一
九
三
一
） 

17 

名
は
義
之
、
字
は
強
卿
、
栗
園
と
号
し
た
。
竹
原
の
出
身
で
頼
家
と
は
親
交
が
あ
っ
た
。 

18 

「
芸
遊
日
記
」
（
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
「
菅
茶
山
関
係
資
料
」
内
に
所
収
）
。 

 
 
 
 
 

19 

干
浜
神
社
に
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
八
月
に
尾
道
石
工
喜
右
衛
門
に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
た
石
柱
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
灰
屋
光
平
」
「
灰
屋
久
平
」
の
他
４
名
の
名
前
が
見
え 

 
 
 
 
 

て
い
る
。
な
お
「
灰
屋
光
平
」
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
か
ら
明
治
十
二
年
（
一
八

七
九
）
ま
で
の
間
、
肥
浜
支
配
人
を
勤
め
て
い
た
人
物
で
あ
る
。 
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写真１ 「塩竃神社奉納額」1句目～9句目 

写真２ 「塩竃神社奉納額」10 句目～22 句目 
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写真３ 「塩竃神社奉納額」23 句目～36 句目 

写真４ 「塩竃神社奉納額」 追加 
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